
プ
ロ
ロ
ー
グ

０９
年
２
月
１８
日
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大

統
領
は
激
務
の
な
か
、
サ
ハ
リ
ン
２
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
工
場
操
業
開
始
祝
典
に
出
席
す
る
た

め
サ
ハ
リ
ン
・
ユ
ジ
ノ
に
飛
来
し
、
そ
こ

に
麻
生
首
相
を
招
待
、
日
ロ
会
談
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
日
本
の
一
層
の
協
力
を

取
り
付
け
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
２
月
１７
日
、
政
府
系
石

油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
独
占
会
社
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
は
、
中
国

と
２０
年
に
わ
た
る
石
油
供
給
の
見
返
り
に

中
国
政
府
か
ら
総
額
２
５
０
億
ド
ル
の
融

資
を
受
け
る
契
約
に
調
印
し
た
。
こ
の
う

ち
１
０
０
億
ド
ル
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建

設
に
充
て
ら
れ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
の

石
油
輸
送
能
力
は
、
日
量
６０
万
バ
レ
ル

（
年
間
３
０
０
０
万
㌧
）。
そ
の
う
ち
中
国

へ
は
そ
の
半
分
を
輸
送
す
る
支
線
を
建
設

す
る
（
図
１
参
照
）。

ロ
シ
ア
政
府
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
ア

ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お
け
る
現
在

の
シ
ェ
ア
を
、
約
４
％
か
ら
２１－

３２
％

へ
引
き
上
げ
る
計
画
で
あ
る
。

Ⅰ.

日
本
の
周
辺
に
形
成
さ
れ
る
石
油

・
ガ
ス
供
給
基
地

日
本
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
９９
・

４
％
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
天
然
ガ
ス
は
９５
・
９
％
、
原
油
９９
・

６
％
、
石
油
製
品
１
０
０
％
（
う
ち
半

分
は
再
輸
出
）、
石
炭
９９
・
４
％
で
あ

る
。
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
依
存
率
が

こ
の
よ
う
に
高
い
日
本
は
長
い
間
、
石
油

と
ガ
ス
の
輸
入
先
を
多
様
化
す
る
と
と
も

に
、
数
ヶ
月
の
備
蓄
と
自
前
油
田
を
海
外

に
確
保
す
る
な
ど
し
て
、
燃
料
の
安
定
確

保
の
努
力
を
し
て
き
た
。
周
知
の
よ
う

に
、
日
本
の
石
油
輸
入
は
９
割
が
中
東
か

ら
で
あ
り
、
天
然
ガ
ス
の
大
部
分
は
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
で
輸
入
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
年
間

輸
入
量
６
３
０
０
万
㌧
（
０６
年
）
の
輸
入

先
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
豪
州
な
ど
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
が
６５
％
。
カ
タ
ー
ル
な
ど

中
東
が
２５
％
、
そ
の
他
が
１０
％
を
占
め

る
。
し
か
し
現
在
２０
％
を
占
め
る
最
大
輸

入
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
（
１
３

６
１
万
㌧
）
は
、
契
約
の
更
新
と
と
も

に
、２
０
１
１
年
以
降
１
／
４
に
ま
で
縮

小
す
る
（
注
１
）。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
い
ま
ま
で
皆

無
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
か
ら
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸

入
が
３
月
末
か
ら
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
の
石

油
・
ガ
ス
の
供
給
基
地
は
、
日
本
の
周
辺

に
複
数
個
所
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ

る
（
図
１
参
照
）。

こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
供
給
基
地
は
①
サ

ハ
リ
ン
１（
Ｓ
１
）の
石
油
が
デ
カ
ス
ト
リ

港
か
ら
１
０
０
０
万
㌧
、
②
サ
ハ
リ
ン
の

南
端
、
プ
リ
ゴ
ド
ノ
エ
港
か
ら
、
Ｓ
２
の

北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
経
済
圏
一
体
化
構
想

北
大
名
誉
教
授

望
月
喜
市

LNG工場操業開始の歴史的瞬間（関係者トップが始動ボタンを押す）
（出所ИАSAKH.COM）

図１ 日本周辺の石油・ガス輸入地点
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Ｌ
Ｎ
Ｇ
９
６
０
万
ト
ン
が
３
月
末
か
ら
出

荷
が
開
始
さ
れ
る
（
注
２
）。
石
油
は
１

９
９
９
年
か
ら
夏
期
限
定
で
出
荷
し
て
い

た
が
０８
年
１２
月
か
ら
通
年
出
荷
が
始
ま
っ

た
。
０７
年
の
生
産
高
は
１
６
９
万
㌧
で
あ

っ
た
。
０８
年
は
１
３
６
万
㌧
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
０９
年
か
ら
通
年
生
産

に
な
り
計
画
出
荷
高
は
４
５
０
万
㌧
〜
５

０
０
万
㌧
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る（『
石

油
と
資
本
』
０８
年
１１
月
号
）。
③
ナ
ホ
ト

カ
、
コ
ズ
ミ
ノ
港
か
ら
東
西
シ
ベ
リ
ア
＋

サ
ハ
共
和
国
の
石
油
が
１
５
０
０
万
㌧
輸

出
さ
れ
る
（
東
シ
ベ
リ
ア
・
太
平
洋
石
油

パ
イ
プ
ラ
イ
ン：

Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）。
今
後
５

０
０
０
万
㌧
ま
で
増
や
す
。
石
油
積
出
施

設
は
今
年
（
０９
年
１２
月
）
に
完
成
し
、
年

内
に
輸
出
が
開
始
さ
れ
る
（
注
３
）。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
Ｓ
２
か
ら

の
日
本
の
年
間
輸
入
量
（
約
５
０
０
万
ト

ン
）
は
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
（
６
３
０

０
万
㌧：

０６
年
）
の
約
８
％
に
な
る
。

こ
れ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
減
少

分
を
か
な
り
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ハ
リ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
場
合
、
輸
送
日
数
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
豪
州
や
中
東
か
ら
の
輸
入
が
２
〜
３

週
間
か
か
る
の
に
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
は
、

３
日
程
度
で
済
む
の
で
、
輸
送
コ
ス
ト
の

軽
減
や
、
海
上
輸
送
リ
ス
ク
は
大
幅
に
軽

減
さ
れ
る
（
北
海
道
の
場
合
は
輸
送
日
数

は
１
日
程
度
と
思
わ
れ
る
）。
さ
ら
に
天

然
ガ
ス
は
石
炭
よ
り
炭
酸
ガ
ス
（
Ｃ

Ｏ
２

）
の
発
生
量
が
４
割
ほ
ど
少
な
い
の

で
、
環
境
対
策
に
も
な
る
。

今
度
の
場
合
は
Ｓ
２
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
に

は
、
図
２
の
よ
う
に
Ｓ
１
〜
Ｓ
６
ま
で
の

石
油
・
ガ
ス
田
が
開
発
を
待
っ
て
い
る
。

Ｓ
１
〜
３
ま
で
の
推
定
可
採
埋
蔵
量
は

石
油
（
ガ
ス
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
を
含
む
）

１２
・
３９
億
㌧
、
天
然
ガ
ス
２
兆
０
３
０
０

億
Ｍ
３
で
あ
る
。（
注
４
）

Ｓ
２
は
サ
ハ
リ
ン
エ
ナ
ジ
ー
が
事
業
主

体
で
、
こ
の
株
主
構
成
は
０７
年
以
降
変
更

さ
れ
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
５０
％
＋
１
株
、
英
蘭

ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
２７
・

５
％
マ
イ
ナ
ス
１
株
、
三
井
物
産
１２
・

５
％
、
三
菱
商
事
１０
％
と
な
っ
た
。
総

事
業
費
は
２
０
０
億
㌦
（
約
１
兆
９
千
億

円
）。現

在
次
期
開
発
鉱
区
と
し
て
注
目
さ
れ

る
Ｓ
３
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ

う
。
Ｓ
３
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、
他
の
鉱

区
に
比
較
し
て
石
油
も
天
然
ガ
ス
も
そ
の

推
定
可
採
埋
蔵
量
が
、
他
の
鉱
区
と
比
較

し
て
２
倍
ほ
ど
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
日
本
周
辺
に
は
、
ロ
シ

ア
の
一
次
燃
料
の
巨
大
な
供
給
基
地
が
形

成
さ
れ
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確

保
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。
一

部
に
あ
る
ロ
シ
ア
燃
料
に
対
す
る
不
安
説

は
、
石
油
・
ガ
ス
の
激
烈
な
世
界
的
争
奪

戦
、
今
後
の
長
期
的
需
要
拡
大
（
世
界
人

口
は
毎
年
８
０
０
０
万
人
増
加
）
に
対
す

る
、
供
給
速
度
不
足
な
ど
の
条
件
を
考
慮

し
て
い
な
い
と
し
か
思
え
な
い
。
石
油
・

ガ
ス
以
外
に
も
極
東
に
は
石
炭
が
豊
富
に

あ
る
。
日
本
は
、
こ
う
し
た
１
次
燃
料
の

開
発
に
積
極
的
に
協
力
し
、
日
本
の
買
取

権
を
少
し
で
も
多
く
確
保
す
べ
き
で
あ

る
。
日
本
に
は
、
環
境
技
術
、
資
金
、
技

術
要
員
な
ど
、
提
供
で
き
る
多
く
の
要
素

が
あ
る
。
こ
れ
を
テ
コ
に
し
て
、
日
本
の

対
ロ
輸
出
・
投
資
を
増
大
し
、
日
ロ
経
済

関
係
を
拡
大
す
べ
き
だ
。
確
か
に
現
在
は

世
界
恐
慌
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
両
国
の
経

済
も
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

嵐
か
ら
抜
け
出
せ
ば
、
両
国
経
済
の
補
完

関
係
を
ベ
ー
ス
に
相
互
協
力
の
拡
大
軌
道

が
復
活
す
る
に
違
い
な
い
。

石 油 天然ガス

S１ ３．０７億� ４８５０億M３＝３．７億�

S２ １．４３億� ５０００億M３＝３．５７億�

S３ ７．８９億� １０４５０億M３＝７．４６億�

０９年２月１８日、LNG工場完成祝賀会場で演説するメドベージェフ大統領
（出所ИАSAKH.COM）

図２ サハリン周辺大陸棚石油・ガス田の分布

サハリンS１、S２、S３の推定可採埋蔵量の比較
本村真澄氏論文よりサハリン大陸棚鉱区

出所：道庁HPロシアGデータから計算
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Ⅱ.

北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
経
済
圏
一
体

化
構
想
の
提
案

石
油
・
ガ
ス
の
巨
大
な
供
給
地
が
、
北

海
道
の
隣
接
地
に
出
現
し
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
北
海
道
の
発
展
を
考
え
る
上
で
重
要

な
要
素
で
あ
る
。
以
下
の
経
済
圏
構
想
は

筆
者
の
提
言
で
あ
る
が
、
夢
物
語
と
し
て

一
笑
す
る
前
に
、
真
剣
に
考
え
て
欲
し

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
北
海
道
は
日
本
の

経
済
後
発
地
域
を
脱
し
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
に
躍
り
出
る
可
能
性
を
切
り
開
く
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
サ
ハ
リ

ン
か
ら
の
輸
入
が
、
０９
年
３
月
か
ら
実
現

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
海
道
ガ
ス
は
石

狩
新
港
地
域
で
約
４
０
０
億
円
を
投
じ
、

稼
動
ま
で
４
年
弱
の
予
定
で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

大
型
基
地
の
建
設
を
急
い
で
い
る
。
勇
払

ガ
ス
田
の
み
に
依
存
す
る
体
制
で
は
、
新

規
需
要
に
応
え
ら
れ
な
い
の
で
、
過
渡
的

措
置
と
し
て
、
函
館
経
由
で
東
京
ガ
ス
の

サ
ハ
リ
ン
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
入
も
考
慮
す

る
。
現
在
の
事
業
規
模
で
は
、
単
独
で
ロ

シ
ア
側
と
中
長
期
の
契
約
を
結
ぶ
の
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
勇
払
の
道
産
ガ
ス

と
サ
ハ
リ
ン
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
ミ
ッ
ク
ス
体
制

で
、
増
大
す
る
ガ
ス
需
要
に
対
応
す
る

（
日
経
０９
年
２
月
１４
日
）。

気
体
の
ま
ま
パ
イ
プ
で
ガ
ス
を
日
本
に

輸
入
し
よ
う
と
企
画
（
Ｐ
Ｌ
ガ
ス
輸
入
）

は
３
つ
あ
る
（
あ
っ
た
）。
そ
の
１
つ

は
、
サ
ハ
リ
ン
１
の
ガ
ス
を
海
底
パ
イ
プ

で
導
入
し
東
京
と
新
潟
で
利
用
す
る
構
想

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
結
局
、
日
本
側
で
長

期
契
約
で
Ｐ
Ｌ
ガ
ス
を
輸
入
す
る
業
者
が

見
つ
か
ら
ず
、
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
Ｓ
１
は
大
陸
方
面
に
ガ
ス
パ
イ

プ
を
伸
ば
す
計
画
に
変
更
し
、
現
在
は
コ

ム
ソ
モ
ー
ル
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
ま
で
Ｐ
Ｌ

ガ
ス
を
届
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
、
さ
ら
に
ウ
ラ
ジ
オ
ま
で
延
伸

し
、
極
東
主
要
地
帯
の
ガ
ス
化
に
こ
の
ガ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
に

ガ
ス
を
輸
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ

た
が
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
強
力
な
政
治
工
作

が
功
を
奏
し
、
内
需
に
ガ
ス
を
振
り
向
け

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
（
図
１
を
参

照
）。現

在
残
っ
て
い
る
Ｐ
Ｌ
ガ
ス
輸
入
構
想

は
、「
日
本
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
株
式
会
社
」

（
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｏ
）（
北
日
本
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
開

発
機
構
の
社
名
変
更
：
０７
年
１２
月
）
と
、

東
京
を
中
心
と
す
る
「
国
土
幹
線
天
然
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
構
想
で
あ
る
。
ま
ず

Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｏ
の
構
想
は
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
北

海
道
名
寄
を
経
て
苫
東
ま
で
の
パ
イ
プ
敷

設
を
第
１
期
工
事
と
し
、
第
２
期
工
事
で

は
そ
れ
を
延
伸
し
て
青
森
県
む
つ
小
川
原

ま
で
ガ
ス
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
も
の
で
、

全
長
８
５
０
㌔
、
総
事
業
費
は
約
３
０
０

０
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。
北
海
道
部
分

は
２
０
１
０
年
の
完
成
、
全
体
の
完
成
は

２
０
１
２
年
で
あ
る
と
い
う
。（
読
売
新
聞

０５
年
８
月
３
日
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
中
心
の
「
国
土

幹
線
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
構
想

は
、
も
っ
と
ず
っ
と
規
模
雄
大
で
、
直
径

１
㍍
の
ガ
ス
幹
線
を
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
北

海
道
経
由
で
東
京
ま
で
陸
上
に
敷
設
、
さ

ら
に
九
州
ま
で
延
伸
し
、
対
馬
海
峡
を
渡

っ
て
韓
国
の
ガ
ス
幹
線
に
接
続
し
、
環
日

本
海
ガ
ス
幹
線
を
創
設
す
る
と
い
う
構
想

で
あ
る
。
こ
の
構
想
の
意
義
は
次
の
通
り

で
あ
る
（
エ
コ
＆
エ
ナ
ジ
ー
�
社
の
構
想

を
ベ
ー
ス
に
筆
者
が
要
約
し
た
）。

（
１
）
地
球
温
暖
化
防
止
：
京
都
議
定
書

・
ポ
ス
ト
京
都
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
。
ガ
ス
化
に

よ
り
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
の
導
入
で
省
エ
ネ

に
貢
献
す
る
と
同
時
に
、
燃
料
を
ガ
ス
に

代
替
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
削
減
す

る
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
両
面
で
効

果
を
上
げ
る
。
単
純
な
試
算
で
は
、
石
油

燃
料
に
依
拠
す
る
産
業
部
門
の
年
間
Ｃ

Ｏ
２

発
生
約
５
億
㌧
の
う
ち
、
石
油
の
１

／
４
を
ガ
ス
に
変
え
る
だ
け
で
、
年
間
３

千
ト
ン
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
す
る
（
日
本
全
体

１２
億
㌧
の
３
％
）。

（
２
）
燃
料
電
池
に
は
水
素
が
必
要
。
天

然
ガ
ス
（
メ
タ
ン
）
は
水
素
の
キ
ャ
リ
ア

ー
と
し
て
、
そ
の
抽
出
が
最
も
経
済
的
で

効
率
的
。

（
３
）
日
本
だ
け
が
幹
線
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
な
い
。
欧
米
を
は
じ
め
、
中
国
、

韓
国
、
台
湾
で
も
幹
線
パ
イ
プ
を
整
備
済

み
で
あ
る
。
国
際
競
争
力
の
点
で
も
、
地

球
環
境
重
視
の
視
点
で
も
、
ア
ジ
ア
の
諸

国
に
対
し
、
劣
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
入
し
て
も
、
幹
線
パ

イ
プ
な
し
で
は
全
国
に
広
く
ガ
ス
を
利
用

で
き
な
い
。

こ
の
事
業
は
、
建
設
コ
ス
ト
概
算
１
兆

２
４
０
０
億
円
で
、
事
業
資
金
の
３０
％
を

資
本
金
で
充
当
し
、
残
り
約
７０
％
は
、
社

債
、
長
期
借
入
金
、
銀
行
借
入
金
な
ど
で

調
達
す
る
。
運
用
開
始
は
２
０
１
２
〜
２

０
１
５
年
、
区
間
は
稚
内
か
ら
福
岡
ま
で

距
離
は
２
６
５
１
㌔
、
口
径
１
㍍
の
ガ
ス

パ
イ
プ
、
最
高
圧
力
７
〜
１０
Ｍ
Ｐ
ａ.

と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
構
想
の
北
の
最
先
端
、
稚
内
に

は
、
宗
谷
海
峡
（
４３
㌔
）
を
洋
上
大
橋
で

結
ぶ
構
想
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
い
る
。
す
で
に
１０
年
も
前
１
９
９
４

年
、
日
本
側
の
技
術
者
が
こ
の
構
想
を
打

ち
上
げ
、「
宗
谷
・
間
宮
海
峡
架
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ご
案
内
」（
Ａ
４
版
パ
ン
フ
）

を
作
成
し
た
。
宗
谷
建
設
青
年
会
は
架
橋

構
想
の
Ｐ
Ｒ
に
尽
力
し
て
い
る
。
こ
の
構

想
は
、
北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
を
一
体
化
し
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た
商
業
圏
と
考
え
、
北
海
道
の
生
鮮
食
品

・
加
工
品
な
ど
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
す
る
こ

と
で
、
航
空
機
や
フ
ェ
リ
ー
の
持
つ
弱
点

（
悪
天
候
に
弱
い
、
流
通
費
・
運
賃
が
高

い
）
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
サ
ハ
リ
ン

か
ら
大
型
バ
ス
で
観
光
客
を
受
入
れ
れ

ば
、
北
海
道
の
経
済
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
。
い
ず
れ
、
石
油
・
ガ
ス
の

価
格
が
以
前
の
趨
勢
を
取
り
戻
せ
ば
、
サ

ハ
リ
ン
州
住
民
の
所
得
は
、
大
き
く
増
大

し
、
北
海
道
の
商
圏
と
し
て
貴
重
な
も
の

に
な
ろ
う
。

行
政
レ
ベ
ル
で
も
こ
の
構
想
が
暖
め
ら

れ
て
い
る
。
ホ
ロ
シ
ャ
ビ
ン
州
知
事
は
昨

年
（
０８
年
）
７
月
１１
日
の
記
者
会
見
で
、

「
サ
ハ
リ
ン
と
大
陸
間
の
タ
タ
ー
ル
（
間

宮
）
海
峡
（
７
・
３
キ
ロ
）
に
建
設
す
る

ト
ン
ネ
ル
（
２
０
１
１
年
着
工
予
定
）
を

造
り
、
宗
谷
海
峡
（
４３
キ
ロ
）
に
大
橋
を

架
け
て
稚
内
と
サ
ハ
リ
ン
州
を
つ
な
げ

ば
、
将
来
、
サ
ハ
リ
ン
経
由
で
、
日
本
と

欧
州
を
一
本
の
鉄
道
で
結
び
、
日
欧
間
の

貨
物
を
輸
送
す
る
可
能
性
を
開
く
こ
と
が

出
来
る
」
と
述
べ
た
。
原
油
高
騰
で
得
た

潤
沢
な
ロ
シ
ア
マ
ネ
ー
を
背
景
に
、
サ
ハ

リ
ン
鉄
道
局
は
０５
年
、
線
路
幅
が
日
本
の

在
来
線
と
同
じ
１
０
６
７
ミ
リ
を
ロ
シ
ア

基
準
の
１
５
２
０
ミ
リ
に
広
げ
る
工
事
に

着
手
し
て
い
る
。
全
長
８
０
７
キ
ロ
の
う

ち
２
５
０
キ
ロ
を
０８
年
内
に
済
ま
せ
、
計

５
０
０
億
ル
ー
ブ
ル
（
約
２
３
０
０
億

円
）
を
か
け
て
２
０
１
５
年
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
今
度
の
未
曾
有

の
経
済
危
機
で
、
こ
の
計
画
に
遅
れ
が
で

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
）。
こ
れ
に

よ
り
石
炭
や
セ
メ
ン
ト
、
重
機
な
ど
を
大

陸
と
同
じ
車
両
で
効
率
的
に
運
べ
る
よ
う

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
日
欧
間
を
鉄
道
で

結
べ
ば
、
船
舶
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
経
由
の

貨
物
の
多
く
が
サ
ハ
リ
ン
経
由
に
な
る
と

ロ
シ
ア
側
は
計
算
し
て
い
る
。
高
橋
北
海

道
知
事
は
、
新
た
な
「
北
海
道
と
サ
ハ
リ

ン
州
友
好
・
経
済
交
流
促
進
プ
ラ
ン
」
の

調
印
の
た
め
同
州
を
訪
問
し
た
。
こ
の
訪

問
時
、
ホ
ロ
シ
ャ
ビ
ン
知
事
は
、
宗
谷
海

峡
架
橋
構
想
を
高
橋
知
事
に
話
し
支
援
を

求
め
た
（
０８
年
１０
月
）。

こ
の
宗
谷
海
上
大
橋
構
想
に
、
サ
ハ
リ

ン
か
ら
の
ガ
ス
幹
線
パ
イ
プ
構
想
を
結
合

す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
別
個
に
実
施
す
る

よ
り
事
業
費
を
双
方
と
も
大
幅
に
削
減
可

能
で
あ
る
ば
か
り
か
、
サ
ハ
リ
ン
と
北
海

道
の
行
政
府
か
ら
の
財
政
支
援
さ
え
、
可

能
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン
経
済
圏
一
体
化
構

想
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
沢
山
あ

る
。先
の
０９
年
２
月
の
道
と
の
協
議
会
で
、

サ
ハ
リ
ン
側
は
、
寒
冷
地
建
築
、
耐
震
建

築
の
技
術
に
、
高
い
関
心
を
示
し
た
ば
か

り
か
、
道
の
食
品
加
工
製
品
や
道
内
観
光

に
関
心
を
も
っ
た
。
日
ロ
で
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
生
態
系
保
全
シ
ン
ポ
も
近
く
開
か
れ

る
。
日
露
共
同
の
調
査
は
、
０８
年
７
月
の

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
合
意
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
は
サ
ハ
リ
ン
経
済
と
一
体
化
す

る
と
人
口
約
６
０
０
万
人（
う
ち
サ
ハ
リ

ン
４０
万
人
）
の
経
済
圏
に
な
る
。
こ
れ
は

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
ス
ロ
バ
キ
ヤ
一

国
の
人
口
規
模
で
あ
る
。
北
海
道
は
サ
ハ

リ
ン
に
対
し
て
、
樺
太
統
治
時
代
を
通
じ

て
、
他
の
府
県
が
ま
ね
で
き
な
い
、
近
親

感
や
人
脈
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
風
化

し
な
い
う
ち
に
、
永
続
す
る
信
頼
関
係
と

経
済
関
係
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
が
、
筆
者
の
北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン

経
済
圏
一
体
化
構
想
の
原
案
で
あ
る
。

注
１：

関
西
、
中
部
、
九
州
の
３
電
力
と
大
阪
ガ

ス
、
東
邦
ガ
ス
、
新
日
鉄
の
６
社
は
０９
年
２
月
１３

日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
系
石
油
ガ
ス
会
社
（
プ

ル
タ
ミ
ナ
）
と
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
購
入
契
約
を
更
新
し

た
。
現
在
の
契
約
で
は
、６
社
は
毎
年
１
１
９
７

万
㌧
を
買
う
と
し
て
い
る
が
、新
契
約
で
は
、１１
年

〜
１５
年
が
３
０
０
万
㌧
、
さ
ら
に
１６
年
〜
２０
年
は

年
２
０
０
万
㌧
に
な
る（
朝
日
０９
年
２
月
１４
日
）。

注
２：

こ
の
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
生
産
量
は
年
間
９

６
０
万
㌧
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
で
あ
る
（
日
本
の
年
間
ガ
ス

輸
入
の
８
％
に
相
当
す
る
）。
ピ
ー
ク
生
産
高
は

年
間
１
５
７
７
・
９
万
㌧
と
見
ら
れ
て
い
る
。
今

後
２５
年
間
、
日
本
、
米
国
、
韓
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
と
長
期
計
画
が
締
結
さ
れ
た
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入

会
社
は
次
の
通
り：

東
京
電
力
１
５
０
万
㌧
、
東

京
ガ
ス
１
１
０
万
㌧
、
九
州
電
力
５０
万
㌧
、
東
邦

ガ
ス
５０
万
㌧
、
中
部
電
力
５０
万
㌧
、
東
北
電
力
４２

万
㌧
、
広
島
ガ
ス
２１
万
㌧
、
大
阪
ガ
ス
２０
万
㌧
、

西
部
ガ
ス
０
・
９
万
㌧
、U

SW
C

（
米
国
）
１
６

０
万
㌧
、K

ogas

（
韓
国
）
１
５
０
万
㌧
、
予
備

１
５
６
・
１
万
㌧
。

注
３：

東
シ
ベ
リ
ア
の
タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
か
ら
ア
ム

ー
ル
州
ス
コ
ボ
ロ
ジ
ノ
ま
で
の
第
１
期
工
事
約
２

７
０
０
㌔
は
、
０９
年
末
ま
で
に
完
了
す
る
。
こ
こ

か
ら
コ
ズ
ミ
ノ
港
ま
で
の
第
２
期
工
事
は
、２
０

１
２
年
の
完
成
を
目
標
と
し
て
い
る
（
日
経
０９
年

２
月
２８
日
、
こ
の
年
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
ウ
ラ
ジ
オ
で

開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
）。パ
イ
プ
が
完
成
す
る

ま
で
は
、石
油
は
鉄
道
貨
車
で
港
ま
で
運
送
さ
れ

る
。Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
石
油
供
給
源
は
、

東
西
シ
ベ
リ
ア
と
並
ん
で
サ
ハ
共
和
国
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
日
本
の
進
出
も
本
格
化

し
た
。
政
府
出
資
の
独
立
行
政
法
人
「
石
油
天
然

ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
」（
Ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

は
、
０８
年
秋
、
セ
ベ
ロ
・
モ
グ
デ
イ
ン
ス
キ
ー
鉱

区
で
現
地
企
業
と
合
弁
会
社
を
作
り
開
発
に
取
組

ん
で
い
る
、一
層
詳
し
く
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
サ
イ
ト

を（
極
東
研「
会
報
９４
号
」
参
照
）http

://w
w
w
.

ne.jp/asahi/kyokutouken/sono2/0807Jr94.pdf

注
４：

ロ
シ
ア
の
石
油
確
認
埋
蔵
量
（
Ｂ
Ｐ
、２

０
０
４
年
）
は
、６
９
０
億
バ
レ
ル（
約
９２
億
㌧
）、

地
域
分
布
は
西
シ
ベ
リ
ア
７０
％
強
、
ボ
ル
ガ
・
ウ

ラ
ル
地
域
１４
％
、
テ
イ
マ
ン
・
ペ
チ
ョ
ラ
７
％
、

東
シ
ベ
リ
ア
４
％
、
極
東
３
％
（
２
・
７
億
㌧
）

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
の
確
認
埋
蔵
量
は

４７
兆
Ｍ
３
で
全
世
界
の
２６
％
（C

edigaz

、２
０
０

４
年
）。
ガ
ス
埋
蔵
量
の
７５
％
は
西
シ
ベ
リ
ア
、

次
い
で
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ロ
シ
ア
（
バ
レ
ン
ツ
海

の
大
陸
棚
を
含
む
）
は
１６
％
、
東
シ
ベ
リ
ア
・
極

東
は
９
％
（
４
・
２
兆
Ｍ
３
）
を
占
め
る
。

（W
orld
Energy

O
utlook

２
０
０
４
、日
本
エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
監
訳
２
０
０
５
年
版
ｐ
３
２

７
、
３
３
５
）
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